
次年度以降の発展会議について 

 

１． 令和７年度の実施状況 

 地域経済の持続可能な発展を目指す会議検証部会を設け、基本的方針ごとに主にロジック

モデルを用いて検証を実施。 

 

 第１回発展会議：令和７年５月２２日/発展会議及び検証部会の方向性決定 

 部会(基本的方針１) ：令和７年７月１１日/区内産業の活性化、産業の引継ぎ 

 部会(基本的方針２－１) ：令和７年９月１日/多様な働き方、起業家精神の発揮 

 部会(基本的方針２－２) ：令和７年１０月２８日/多様な働き方、起業家精神の発揮 

 部会(基本的方針３、４) ：令和７年７月２８日/社会課題解決,まちのにぎわい、エシカル  

 第２回発展会議：令和７年１２月１８日/検証部会における議論内容の共有 

 

 

２．次年度以降のスケジュール 

令和８年度： ビジョンの中間年度である令和９年度に向けて、施策を再整理すると 

 ともに、必要に応じて作業部会を開催する。 

 令和９年度に実施する産業基礎調査の調査項目について検討する。 

令和９年度（世田谷区地域経済発展ビジョン中間年度）： 

 産業基礎調査 全事業者調査を実施する。 

 ソーシャルインパクト指標等実績値を評価し、施策を再整理するとと 

 もに、必要に応じて作業部会を開催する。 

令和１０年度： ビジョンの最終年度である令和１３年度に向けて、施策を再整理すると 

  ともに、必要に応じて作業部会を開催する。 

令和１１年度： ビジョンの最終年度である令和１３年度に向けて、施策を再整理すると 

  ともに、必要に応じて作業部会を開催する。 

 令和１２年度に実施する産業基礎調査の調査項目について検討する。 

令和１２年度： 産業基礎調査 全事業者調査を実施する。 

 令和１４年度以降のビジョン策定に向けて議論を行う。 

 令和１３年度に実施する産業基礎調査の調査項目について検討する。 

令和１３年度（世田谷区地域経済発展ビジョン最終年度）： 

 産業基礎調査 全事業者調査を実施する。 

 ソーシャルインパクト指標等実績値を評価し、令和１４年度以降の 

 ビジョン策定に向けて議論を行う。 
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